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事⊥丁羅灘…夢幻耀御節…葛♂．薦環35・
　1回羅の実験の資料1から採集された語で，『日国大譲に晃出しのないも
のを例示すれば，つぎのようなものである。
　　一小局部　一一一A大計画　一大決心　一も　永楽病院　学位　学政振張　学
　　政振張問題　学政全般　学制調査会　過大無益　緩急軽重　関係区域
　　教育事業　緊急必須　軽重緩急　国語調査会　財政当局者　歳入総額
　　商量精査　奨励補助　振興拡張　推移変転　数百千万円　瞳鱗の悔　戦
　　後経営　先進諸圏　第一方策　大体上　第二策　秩禄処分　重複無用
　　直轄事業　帝国教育　適当公平　二大方策　論断し来る　百分の五　不
　　可能的
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　一見してあきらかなように，3字以上，とくに4字の漢語が多い。そのほ
かのものも，『日国大』の立項の方針からみて，当然，見虚しにはなりえな
いものが多い。したがって，これらがすべて辞書の見出しに立てるべきもの
であるというわけではないが，すくなくとも用例その他のかたちで記録に残
しておく必要はあろう9）。
　このほかの資料から採集された語のうち，歴史的な辞書の見出しとして立
ててもよいのではないかと思われるものには，つぎのようなものがある。
　　二二　牛畜　二二　成畜　双二二　致死症　二二　毒力　肉乳　農業者
　　　肥糞　病機　幼畜　似上，第1圓資料IVより）
　　一一試　会費金　二二　顧問医　心育　送荷　大盛　三遷　二三　用薬
　　連文　（以上，第2三二三王より）
　　教界　航海権　新糸　撰み去る　不平均　似上，第2回資料巫より）
　　相対者　衛生者　消防式　葬祭場　年功者　拝賀式　（以上，第2腰資
　　料IVより）
　　巨形　空中船　聴響器　似上，第2厩資料Vより）
　また，聰国大sに見出しはあるが用例のない語で，今回の実験で用例の
えられたものには，つぎのようなものがある。
　　幾篇　痂皮　二二　給水場　行政　覇蹄疫　口内　国家経済　裁判所構
　　成法　商業界　貯蓄心　動物体　毒素　乳房　分泌液　癒合　似上，
　　第1圃より）
　　圧搾空気　運送費　海運業　偽薬　局内　合名会社　由村水郭　正価
　　正貨準備　製剤　大資本　代数学　着金　置郵　定期米　特約店　平作
　　　平面幾何学　本誌　輸入超過　立体幾何学　和犬　和装　（以上，第
　　2園より）
　これらのなかにも，『臼国大』では用例を持ちながら，方針として用例を
かかげることは省いたというものもあるかもしれない。
　ところで，スカウトによって採集された用例は，総索引方式であればすべ
て採集されているはずのものであり，上に述べたような触国大meとの比較
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は，それだけではスカウト方式の意義にかかわるものとはいえない。
　いま，採集語の評価をスカウトという方式の問題と結びつけて考えるため
に，上掲の表16・17で得られた各一致度ごとの項蟹数が，1・2膨の実験で
得られた各一致ごとの項目総数のうちの何％をしめるかをみると，表18のよ
うになる。
　　　　　　　　　表18一致度と用例の有効性の関係
畜ご騨i・23456789・・…2全体
1　1　13．3　17．0　24．8　28．4　42．9　35．3　48．5　52．2　66．790．942．9　一1　24．5
2　1，　le．s　12．3　23．4　24．　o　26．3　43．o　42．3　6s．s　se．e64．460．793．sl　2s．7
＊たとえば1回霞の一致度1に対する13．3とは，1回醤の実験で採集された一致
　度三の譜数339（表1～4参照）1，c対して，表16で有効とされた語数45のしめる
　パーセントである。
　この表から知られるように，賠国大』との比較からみて，前記のような
基緯で有効とされた用例は，一致度と密接な関連をもち，一致度の高いもの
ほど，有効性が高いといえる。したがって，一致度が高いということは，そ
の用例の有効性をはかる一つのめやすとなりうるわけであり，逆にいえば，
採集者の訓練にあたっても，一一致度を高める方向にみちびくということが有
効な採集につながるといってよかろう。
　参考として，第2回の実験から，一致度の高かった語（一致度11および12）
を列挙すれば，つぎのとおりである。
　　心育　神言　球趣　端正優和　智育重学　表藷初学自修講義　壁上，
　　資料1）
　　盈虚　学政振張　学制調査会　軽重緩急　国語調査会　商量精査　秩録
　　処分　不可能的　（以上，資料豆）
　　相合同一致　哀請運動　外資輸入　株価回復策　官私線鉄道　教界　京
　　仁鉄道　好望　私設鉄道　常套語　常務　真個　真主義　正貨準備　対
　　清貿易　買収代価　（以上，資料亜）
　　下り者　房給逆風　戸外運動　山村水郭　下た囲　名簿聞放　追弔　鉄
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　　道唱歌　東京化　年功者　流行り唄　牧童蟹婦　二上，資料IV）
　　笙中飛行器　二上，資料V）
　ただ，今園の実験の範囲では，漢字3字・4字といった語をかたちのうえ
の長大さに着欝して採集し，それが結果としては，『日国大』の立項の基準
にはずれるものであるがゆえに，贈国大』に見出しのない語となったとい
うこともあろうかと思う。こうした長大な語形を含まない資料でも，一致度
と，用例としての有効性とは結びつくものかいなかという問題は，用例の有
効性をはかるあらたな碁準の設定とともに，今後に残された課題である。
5．　おわりに
　今回の実験ははじめてのこころみであり，参加者にスカウトという作業に
対するとまどいがみられたのみならず，実験をおこなうがわにも，事前に問
題の所在を十分明確にしえないというところがあった。結果の分析に際し
て，結論を出すに至らなかった問題があるのも，その原因の一部は，実験そ
のものに不備があったためである。だが，実験を進めるうえでのそうした困
難は，単にふなれというわくをこえて，スカウト自体の流動姓といったもの
を反映しているように思われる。そうしたむずかしさを事実として確認しえ
たことも，今回の実験の成果の一つといってよいだろう。その一方，個人間
の異岡の程度などを，数値として把握できたことは，スカウト方式に対する
評価にめやすを与えるのに参考となる。
　今山の限られた範囲内での実験から，あらためて検討を要する閥題点も，
いくつか生じてきている。その一つは資料の問題である。今回は，2回を通
じて9種の資料をとりあげだが，そのほとんどが漢語の含有率の高い文語文
である。口語体の小説などを資料にしたときに，スカウトはしゃすくなるの
かどうか，特に一致度は高まるかどうか。今園の実験でとりあげられた資料
は，内容的には読みやすくないものが多かったかもしれないが，スカウトと
いう点では，長大な漢語をめじるしにするということができたはずである10）。
むしろ難解な語の含まれない資料から，適切なスカウトをおこなうことの方
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が，いっそうむずかしいかもしれない。また，二二の実験では，1種の資料
について2ページ程度の分量をあつかったのみである。実際のスカウトで
は，一・つの資料がかなりの分量を持つことになるであろう。そうしたこと
は，スカウトにどのように影響するものであろうか。
　さらに，採集された用例を評論する判断の基準の問題がある。これは，う
らがえせば，採集の基準そのものの問題である。今國は，多分に便宜的な方
法として，『日本国語群辞典』との比較によったが，用例の価値は，その用
例の使用者，あらわれる資料，文脈などを含めて，総合的に定められるべき
であろう。また，どのような視点に立つかによっても，用例の有効性はかわ
ってくるはずである。このように考えれば，用例の評価における絶対的な基
準というものは存在しないというべきかもしれないが，限られた範囲内の用
例収集をより有効なものとする方策として，どのような用例がよりのぞまし
いものであるかは，つねに反省されてしかるべきであろう。以上のような観
点に立って，あらためて，実験試行がつみかさねられるべきである。
＜注＞
1）本稿にいうところのスカウト方式による驚例採集としてつとに著名なものと
　して，OED編集の際の文献閲読者による協力があげられる。多くの窟用な矯
　例をえることができた反面，編者の意図を正しく理解してもらうために払われ
　た苦心も大きなものであったようである。詳細は，OEDの編春」．　R．　Murray
　の伝記“Caught　in　the　web◎f　words”（邦訳『ことばへの情熱』　三省堂
　1980）にみえる。わが国では，見坊豪紀氏による現代語を中心とした用｛列取集
　がよく知られているが，これは偲人による統一的な問題意識にもとつく採集で
　あり，一一般の読者による用例採集とはことなるところがある。
2）「国立国語研究所年報31」参照。なお，100語あたり50語を採集するというこ
　とは，実際には，ことなり藷をすべて採集するというのに近く，逆にいえば，
　ことなり語をすべて採集しなければ，個入間のことなりは消えないということ
　であろう。
3）採集量の点でいうと，ことなる語を網羅しようとするものから今回の実験で
　こころみた1行あたり1翻程度まで，3段階が考えられた。また，この試行で
　実際に採集された『坊っちゃん』の稽語については，『表現の情報学』（「講塵
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　　iヨ本語の表現」6　筑摩書房　エ983）に収められたくことばを調べる一辞書
　の使い方一〉に書及がある。
・4）　『用例採集のための主要雑誌囲録aは，原鋼として国立醗会図書館所蔵の和
　雑誌から，①昭和25年以前単寧，②20年以上継続，の条件で選び凄した1958誌
　の目録である。そこから，国語辞典編集準備調査会委員のかたがたにさらに選
　定をお願いし，10名中4名以上の推薦を受けたものとして，120誌が選ばれた。
　ちなみに，10名全員の推薦をえたのは，「太湯」のほか，「アララギ」　「改造」
　「子供の科学」「齋国文学」「弾入公論J「文芸春秋」「ホトトギス2の計8誌で
　あった。
励　採集量を行数との対比で定めるのは，1行あたりの字数の違いなどを考えれ
　ば，多分に便宜的なものといわなくてはならない。なお，1回隠の実験の資料
　についていうと，丑が約430文節，1・頂・Wが約770～780文節である。
・6）　このなかには，かなづかいや字鉢に着ほして採集したために，採集数から除
　外されたものもあるが，それは少数の参加者の場合のみである。
7）実験後の参加者の感想でも，採集数をエ行あたり1個程度にそろえることの
　むずかしさが詣摘された。とくに，いったん採集したあとで，追帯して採集す
　　るということは困難なようである。
．8）　この比較には，スカウトに対するふなれ，とくに一方が第1憾臣であるとい
　　う特殊性が含まれている。スカウトになれたのちに，同資料で2回採集をおこ
　なえば，またちがった結果がえられるかもしれない。
「9）　こうした語形が見下しセこは立てられず，かといってその構戒要素にあたる：噴
　　騒の摺例としてもあげられないというのは，従来の国誘辞書の不備の～つとい
　ってよかろう。
：10）今園の実験では長い単位で採集してもらったが，実際の採集では，長短2種
　類の単位を併周することが考えられている。
〈付記〉
　　本稿のもととなった実験の企画と実施は，飛田良文（国語辞典編集準備室主
　幹）・高梨儒博（書記）・見坊豪紀・林大（以上，調査興）が撫心した。また，
　本稿は高梨がまとめたが，稿をなす過程で，上記のかたがたにお教えを受けた
　ところが多い。また，実験に被験巻として参加したのは，国語辞典編集準備室
　闘係では，上記の4名のほか，滝本典子・申田恵美子（以上，調査員），揮藤棚
　一興・妹三和子・平沢啓・吉田ひろみ似上，アルバイター一），外部からお願い
　したのは，荒井早苗・大沢とく・大道八重子・小口三佳子・帯広美代子・前田
　憲士子のみなさんである。しるしてあつくお礼申しあげる。
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